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4月23日（火）に安全衛生センター第2回理事会を開催
した。

主な内容は次のとおりである。
１～ 3月の活動報告の後、確認事項①理事の交代　②当

面の日程について提案・確認した。
◇理事の交代

議事については、①全国安全週間の取り組み　②第2回
安全衛生担当者研修会の開催　③安全衛生センター 2019
年度中間決算　④労働保険事務組合 平成30年度決算　⑤
第3回理事会の開催について提案し、すべて承認された。

特に、本年の全国安全週間に向けて展開する『2019労
災防止キャンペーン』は、「転倒防止対策」と「熱中症防
止対策」に重点的に取り組むこと、10月の全国労働衛生
週間に向けた「第２回安全衛生担当者研修会」は、ハラス
メント防止のための実践研修を開催することを確認した。

理事会後の理事研修では、愛知労働局の濱田専門官を講
師に迎え、労働安全衛生法の改正内容と愛知労働局の取り

組みについて説明を受けた。
労働安全衛生法の改正により、

労働時間の客観的把握が義務化
され、面接指導の対象要件は、
時間外・休日労働時間が１ヵ月
あたり100時間を超えた者から
80時間を超えた者に拡大された
が、個人レベルの対応に留めず、
会社のしくみとして体制を整備

し、環境を整えることが必要であると話された。
また、日本の労働安全に関する考え方は欧米諸国に比べ

てかなり特異で、その取り組みは日本が最も遅れているこ
とには衝撃を受けた。短い時間ではあったが、愛知労働局
が提唱する、事業者、労働者が共に危なさと正しく向きあ
うことの重要性を学ぶことができた。

全国安全週間に向けた取り組みを確認
～安全衛生センター第2回理事会～
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「労働者の心の健康の保持増進のための指針」にある4
つのケアとは、セルフケア、事業場内産業保健スタッ
フ等によるケア、事業場外資源によるケア、あと一つ
は？

ア．ファミリーケア 
イ．ラインケア
ウ．フレンドケア

２０１９労災防止キャンペーン

転倒防止＆熱中症対策

すべての職場から労働災害を未然に防止するため、７
月の「全国安全週間」（7/1～7/7）に向けて、労災防止キャ
ンペーンを展開する。
今回は、労災事故の現状をふまえ、業種を問わずに増
加している「転倒」と「熱中症」に焦点をあて、すべて
の職場において重点的に取り組むこととする。
構成組織を通じて『労災防止キャンペーン』啓発チラ

シを配付するので、6～ 7月の間に啓発チラシを活用し
た「転倒防止対策」、「熱中症対策」に重点的に取り組み
ましょう。
転倒は軽く思われがちであるが、骨折によって1ヵ月
以上の休業を要するケースも多発している。また、昨年
の記録的な猛暑により、愛知県では就業中の熱中症に
よって3名の方が死亡している。
どちらも防止対策を徹底すれば防げる災害である。と

りわけ、労災防止の取り組みが進んでいない中小の事業
場等においては、啓発チラシに掲載したチェックリスト
を活用し、各職場の実態に合わせた効果的な取り組みを
進めてください。



安全衛生クイズ基本編 ㉒  【答え】イ
指針で示された4つのケアは、セルフケア、ラインケア、
事業場内産業保健スタッフ等によるケア、事業場外資
源によるケアです。ラインケアとは、管理監督者が労
働者からの相談対応や職場環境等の把握と改善等を行
うことです。

ＳＴＯＰ！熱中症

4月27日（土）に久屋大通公園エンゼル広場で開催され
た愛知県中央メーデーに安全衛生センターブースを出展
し、『血管老化度＆ストレスチェック』を実施した。

今年も時に行列ができる
ほどで、血管やストレスへ
の関心の高さが伺えた。プ
リントアウトされた血管推
定年齢、末梢血管の健康度、
自律神経バランスやストレ
ス抵抗力などの結果を、仲
間同士で見せ合いながら盛
り上がる来場者もいた。

また、啓発マスクを配布
して「心の相談室」をＰＲし
たほか、来場者には「心の
相談室」について簡単なア
ンケートも行った。

血管老化度＆ストレスチェックを実施
～愛知県中央メーデー～

世界保健機構（ＷＨＯ）は、喫煙しないことが一般的な
社会習慣となることをめざし、平成元年に5月31日を「世
界禁煙デー」と定め、厚生労働省においても、平成4年か
ら世界禁煙デーが始まる1週間を「禁煙週間」と定めている。

昨年7月に健康増進法の一部が改正され、本年7月に学校・
病院・児童福祉施設等、行政機関が原則敷地内禁煙に、来
年4月にはそれ以外の施設等が原則屋内禁煙となる。

このほか来年4月から、求人時の労働条件明示義務の中
に、職場の受動喫煙防止対策を明示する義務を課す職業安
定法施行規則の改正も予定されている。これは、改正健康
増進法で、「喫煙可能場所のある施設の従業員の“望まな
い受動喫煙”を防止するための措置を講ずること」とされ
ていることから検討された。

受動喫煙を防止するための措置に関しては、今後、厚労
省からガイドラインが示される。

2020年、受動喫煙のない社会を目指して
～たばこの煙から子ども達をまもろう～

世界禁煙デー：５月31日
禁煙週間：2019年5月31日～6月6日

愛知県の2018年の熱中症による死傷災害は75件（う
ち死亡災害3件）で、例年の2倍以上となった。全国の
死亡災害の発生状況をみると、WBGT値（暑さ指数）
測定器を事業場で準備していないため、作業環境の把
握や作業計画の変更ができていない例や、熱中症になっ
た労働者の発見や救急搬送が遅れた例、事業場におけ
る健康管理を適切に実施していない例などが見られた。

ほぼ平年並みと予想されている今年の夏だが、今月
は全国各地で30度以上の真夏日を記録している。熱中
症に影響を及ぼす暑さ指数（WBGT値）は、1（気温）：
7（湿度）：2（輻射熱）と風の影響で測定される。こ
のように湿度が大きく関係するため、これからの梅雨
の時期は注意が必要だ。
 各事業場における実施事項
①	WBGT値（暑さ指数）の把握
	� WBGT値測定器が準備できない場合は、環境省熱中

症予防サイトを参考にする
②	作業環境管理
	� WBGT値の低減対策を行い、身体を適度に冷やすこ

とのできる休憩場所を設け、水分や塩分補給のできる
飲料水等を設置しておく

③	作業管理
	� 透湿性・通気性の良い服装で作業させ、作業時間の短

縮、熱への順化、水分および塩分の摂取を行えるよう
管理する

④	健康管理
	� 健康診断結果に基づく対応、日常の健康管理、労働者

の健康状態の確認をする
⑤	労働衛生教育
	 各級管理者、労働者に対する教育を実施する
⑥	異常時の措置
	� 少しでも本人や周りが異変を感じたら、一旦作業を離

れて体温の低減措置に努め、病院に搬送する、または
症状に応じて救急隊を要請する

⑦	熱中症予防管理者の業務
	 ・WBGT値低減対策の実施状況を確認する
	 ・各労働者の熱への順化の状況を確認する
	 ・作業開始前に労働者の体調を確認する
	 ・�WBGT値の測定結果に応じ、作業を中止したり中断

させたりする
	 ・�職場巡視を行い、労働者の水分・塩分の摂取状況を

確認する


